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「福祉のなかま情報版」
福祉労働と運動の明日をつくる　学習･交流･情報誌

お申し込みは支部、地本、県本部、または中央本部まで！

好評発売中

定価300円定価300円
（送料別）（送料別）

※内容については変更することもありますので、ご了承ください。

特集１月号（213号）…「ダンダリン 労働基準監督官
 ～働くひとを守るために、働くひとがいる～」

　昨年10月から12月に放送されたドラマ「ダンダリン　労働基
準監督官」を切り口に、実際の監督官へのロングインタビュ
ー、ドラマの特徴レポート、組合員の感想、法令クイズなどを
掲載。労働基準法を盾に職場の改善を求めたドラマから私たち
が学ぶべき視点を探ります。

　

福
祉
保
育
労
は
定
期
大

会
で
「『
福
祉
は
権
利
』

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
採
択
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
社
会
福

祉
の
あ
り
方
と
福
祉
の
各

種
別
分
野
の
政
策
を
ま
と

め
た
も
の
で
す
。

　

「
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
ま
と

め
る
こ
と
と
な
っ
た
背
景

に
は
、
た
と
え
ば
、
12
年

８
月
に
民
自
公
３
党
が
消

費
税
増
税
法
と
セ
ッ
ト
で

成
立
さ
せ
た
「
社
会
保
障

制
度
改
革
推
進
法
」
で
、

社
会
保
障
を
「
自
助
と
家

族
の
助
け
合
い
」
で
あ
る

と
決
め
つ
け
て
、
給
付
費

を
削
減
す
る
こ
と
を
定
め

た
こ
と
や
、
兵
庫
県
小
野

市
な
ど
い
く
つ
か
の
自
治

体
が
「
生
活
保
護
受
給
者

と
思
わ
れ
る
人
」
の
生
活

態
度
を
住
民
に
チ
ェ
ッ
ク

さ
せ
て
密
告
さ
せ
る
よ
う

な
条
例
を
採
択
す
る
な

ど
、「
権
利
」
で
あ
る
は

ず
の
社
会
保
障
・
社
会
福

祉
を
「
助
け
合
い
」
や

「
受
給
す
る
こ
と
が
恥
」

な
も
の
に
歪
め
よ
う
と
す

る
動
き
が
大
き
く
な
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
ビ
ジ
ョ

ン
」
で
は
、
ア
メ
リ
カ
独

立
宣
言
に
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
「
国
の
目
的
は
国
民

の
幸
福
に
生
き
る
権
利
を

保
障
す
る
こ
と
で
あ
り
、

政
府
（
国
家
）
は
そ
の
手

段
に
過
ぎ
ず
、
目
的
に
沿

わ
な
い
政
府
は
改
め
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
い
う
近

代
国
家
の
原
則
を
確
認

し
、
そ
の
後
の
労
働
者
・

国
民
の
運
動
が
「
人
間
ら

し
く
生
き
る
権
利
」
を
保

障
す
る
こ
と
を
国
に
命

じ
、
実
現
さ
せ
て
き
た
の

が
社
会
保
障
・
社
会
福
祉

の
そ
も
そ
も
で
あ
り
、
憲

法
の
原
理
で
あ
る
こ
と
を

押
さ
え
て
い
ま
す
。

　

福
祉
と
民
主
主
義
は
も

と
も
と
一
体
的
な
も
の
で

す
。
大
企
業
や
富
裕
層
か

ら
で
な
く
、
庶
民
に
負
担

を
求
め
る
消
費
税
増
税

や
、
国
民
に
監
視
さ
れ
る

対
象
で
あ
る
政
府
が
国
民

に
対
し
て
秘
密
を
つ
く
り

刑
罰
を
設
け
て
秘
密
（
政

府
）
を
守
る
な
ど
の
動
き

が
、
国
民
の
福
利
と
民
主

主
義
に
反
す
る
こ
と
は
あ

き
ら
か
で
す
。

　

新
た
な
年
の
初
め
に
、

「『
福
祉
は
権
利
』
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
、
福
祉
の
明
日

と
福
祉
労
働
者
の
役
割
を

考
え
る
材
料
と
し
て
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
保
育
労
の
政
策
集

　

「
福
祉
は
権
利
」ビ
ジ
ョ
ン
の
学
習
を

福祉職場の実態を市に訴える
金沢で対市交渉－石川支部

　11月26日「保育の充実と予算増額を求める
署名」を提出し、金沢市子ども福祉課長と交
渉を行いました。交渉で若い組合員が「１歳
児は自分の思いが強くなる時、挑戦的行動も
大胆になる年齢で、そのやりたい気持ちを大
切にしたいので定数の改善を！」と訴えまし
た。給食職員からは「特別に食に配慮する子
が増えている。給食室は子どもたちが元気に
成長するために大切なものであり、外部委託
は反対！」「給食職員の低すぎる待遇と賃金
改善を」と保育士からも強く訴えました。

全国でとどろく「廃案！」の声
秘密保護法強行可決に国民の怒り

　与党が特定秘密保護法案の強行採決へと突
き進むなかの12月６日、「廃案！廃案！」の
コールと熱気に包まれた国会前での行動（写
真）や日比谷野音での集会に約１万5000人、
名古屋では4000人と各地で行われた抗議のア
クションに組合員も参加。知る権利や表現の
自由を侵害する法案に、さまざまな団体や報
道機関、著名人などが異議を唱え、世論調査
でも廃案か慎重審議を求める声が大半に。与
党が閉会間際の強行採決に踏み切って以降、
内閣支持率は大幅に低下しています。

官･民の保育労働者でとりくむ
保育全県キャラバン－高知地本

　高知地本は、県社保協の全県キャラバンに
とりくみ、続いて保育の全県キャラバンを展
開しました。34市町村のうち約半分の自治体
を回り、保育制度改善を訴えました。自治体
からは国の保育制度改革に対する怒りなどと
ともに、各自治体の保育実施計画を聞くこと
ができました。また市町村議会に国への意見
書の採択を求めるとりくみも展開しました。
　この統一行動は、自治労や自治労連の保育
労働者と一緒にとりくみ、全保連の要請はが
き運動につなげました。

る」です。国がこれからの社会的養護のあり
方を小規模化に向けて推進している時に、私
たちが小規模化をどう考えるべきかを話し合
いました。
　夜の交流会では、「忙しい勤務の合間の組
合活動は正直言うと辛い時もあるが、こうし
て全国の仲間に会って励まし合うことで、ま
たがんばろうという気持ちになれる」という
声があがったことが印象的でした。今年度、
実行委員ががらりと変わり手探りでの運営で
した。さらに実ある学習交流会にするために
も改善に努めていきます。
　今年は記念すべき第10回です！11月を予定
していますが日程が決まり次第お知らせしま
す。ぜひ参加をしてください。お待ちしてお
ります。

施設の「小規模化」を話し合う 全国児童養護施設職員等の学習交流集会

　11月28・29日に全国児童養護施設職員等の
学習交流会を行いました。
　28日は厚生労働省との懇談と前夜交流会を
開き、29日は午前にシンポジウム、午後は分
科会に分かれて学び合いました。
　今年のテーマは「小規模化について考え

　

14
春
闘
で
は
、
低
賃
金
の

ま
ま
、
物
価
上
昇
と
消
費
税

増
税
の
影
響
だ
け
を
受
け
な

い
よ
う
に
、「
景
気
回
復
の

た
め
に
も
福
祉
労
働
者
の
賃

金
引
き
上
げ
が
必
要
で
あ

　

要
求
実
現
の
た
め
に
、
組

合
に
結
集
す
る
仲
間
を
増
や

し
て
「
数
は
力
」
を
実
践
し

ま
す
。

　

「
見
え
る
、
伝
え
る
、
つ

な
が
る
」
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
、
み
ん
な
が
つ
な
が
る
プ

ロ
セ
ス
に
重
点
を
置
い
た

「
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

各
職
場
で
積
極
的
に
展
開
し

　

国
民
の
大
多
数
が
反
対
の

声
を
あ
げ
る
な
か
、
特
定
秘

密
保
護
法
の
採
決
を
強
行
し

た
安
倍
内
閣
は
、
通
常
国
会

で
の
「
共
謀
罪
」
新
設
の
検

討
も
行
っ
て
い
ま
す
。
特
定

秘
密
保
護
法
を
本
格
実
施
さ

せ
な
い
た
た
か
い
を
広
げ
、

国
家
安
全
保
障
基
本
法
案
の

提
出
も
許
さ
ず
、「
日
本
を

る
」
こ
と
を
訴
え
ま
す
。

　

恒
久
的
な
処
遇
改
善
の
し

く
み
と
財
源
確
保
で
福
祉
労

働
者
の
賃
金
を
大
幅
に
引
き

上
げ
、
人
材
確
保
を
強
化
す

る
こ
と
を
国
や
自
治
体
に
迫

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
会
で

は
「
職
場
の
過
半
数
を
め
ざ

す
」
な
ど
の
具
体
的
な
拡
大

目
標
を
掲
げ
て
、
役
割
分
担

な
ど
と
り
く
み
の
具
体
化
を

図
り
ま
す
。
学
習
活
動
を
位

置
づ
け
、「
学
び
つ
つ
行
動

す
る
」
こ
と
を
定
着
さ
せ
て

組
織
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

仲
間
同
士
の
助
け
合
い
で

戦
争
す
る
国
に
し
な
い
」

「
憲
法
改
悪
阻
止
」
に
全
力

を
あ
げ
ま
す
。

　

障
害
制
度
・
保
育
制
度
の

改
悪
を
許
さ
な
い
た
め
に

も
、
産
別
の
力
を
結
集
し
て

「
商
品
化
」
の
フ
ロ
ン
ト
ラ

ン
ナ
ー
の
役
割
を
果
た
し
て

い
る
介
護
保
険
制
度
の
改
悪

を
阻
止
し
ま
す
。

り
ま
す
。

　

各
職
場
で
は
、
要
求
討
議

・
要
求
書
提
出
・
回
答
引
き

出
し
・
団
体
交
渉
・
確
認
書

締
結
と
い
う
「
原
則
的
な
活

動
」
を
重
視
し
ま
す
。
賃
金

の
大
幅
引
き
上
げ
・
労
働
時

間
等
の
法
令
遵
守
の
徹
底
・

必
要
な
職
員
の
増
員
を
柱
に

し
た
「
福
祉
保
育
労
14
春
闘

統
一
要
求
書
」
を
す
べ
て
の

分
会
か
ら
提
出
し
、
産
別
と

し
て
た
た
か
い
ま
す
。

　

経
営
か
ら
の
労
働
条
件
引

き
下
げ
提
案
に
対
し
て
は
、

学
習
を
力
に
機
敏
に
対
応

し
、
団
結
し
て
安
易
に
譲
ら

な
い
構
え
を
貫
き
ま
す
。

あ
る
「
共
済
運
動
」
を
組
合

活
動
に
位
置
づ
け
、
現
行
制

度
で
の
共
済
の
加
入
促
進
を

図
り
つ
つ
、
組
合
員
に
と
っ

て
魅
力
あ
る
共
済
制
度
へ
の

改
善
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
組
織
拡
大
と
組

織
強
化
、
共
済
運
動
を
一
体

的
に
推
進
し
て
、
福
祉
保
育

労
を
強
く
大
き
く
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
消
費
税
を
社
会
保

障
の
財
源
に
す
る
な
」「
消

費
税
が
財
源
で
は
社
会
保
障

は
充
実
で
き
な
い
」
と
い
う

声
を
結
集
し
て
消
費
税
率
引

き
上
げ
に
反
対
し
ま
す
。
応

能
負
担
原
則
に
基
づ
く
税
制

と
そ
れ
に
基
づ
く
財
源
確
保

で
の
社
会
保
障
・
社
会
福
祉

の
充
実
を
求
め
ま
す
。

景
気
回
復
が
大
幅
賃
上
げ
で

す
べ
て
の
分
会
で
要
求
書
を
出
そ
う

「
数
は
力
」―
組
合
も
共
済
も

い
っ
し
ょ
に
大
き
く
し
よ
う

日
本
を

「
戦
争
す
る
国
」に
は
し
な
い

全く感じない
1.3％

あまり
感じない
21.1％

13春闘
アンケートより

常に感じる
18.7％

時々感じる
58.9％

仕事のストレス

ポイン
ト１

ポイン
ト3

ポイン
ト4

「グチ」を語りあい 磨いて　 　「要求」につくりあげよう！

14春闘

運動の理解を広げ、大きく展開し
ていくための必要費用として協力
（１口3000円、年間1000口以上目
標）をお願いします。

郵便振替口座　
00110－１－45713
 全国福祉保育労働組合

1000万円カンパに
 ご協力を！

「みんなの一歩
キャンペーン」

保育士の平均年齢、勤続年数および平均賃金

平均年齢 勤続年数 きまって支給
する現金給与

全産業 41.7歳 11.8年 325.6千円
保育士 35.0歳 7.8年 214.2千円
ホームヘルパー 44.6歳 5.1年 208.5千円
福祉施設介護職員 38.3歳 5.5年 218.4千円
資料：厚生労働省「平成24年賃金構造基本統計調査」より作成

　

社
会
保
障
制
度
改
革
推
進

法
（
12
年
８
月
成
立
）、
社

会
保
障
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
法

（
13
年
12
月
成
立
）
の
「
福

祉
の
市
場
化
・
商
品
化
、
自

己
責
任
」
と
対
決
す
る
た

め
、「
福
祉
は
権
利
」
ビ
ジ
ョ

ン
を
深
く
学
び
、
あ
ら
た
め

て
社
会
保
障
・
社
会
福
祉
の

原
点
に
た
ち
か
え
り
ま
す
。

憲
法
25
条
に
も
と
づ
く
「
福

祉
は
権
利
」
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
宣
伝
行
動
に
全
国
で
と
り

く
み
ま
す
。

　

「
み
ん
な
の
一
歩
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
推
進
す
る
、
14

春
闘
後
半
の
大
き
な
山
場
と

し
て
「
福
祉
労
働
者
の
処
遇

改
善
に
よ
る
福
祉
人
材
確

保
」
を
軸
に
、
関
係
者
が
幅

広
く
結
集
で
き
る
「
福
祉
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
開
催
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

「
お
ま
か
せ
・
や
り
っ
ぱ

な
し
の
活
動
」
に
し
な
い
よ

う
に
、
職
場
で
の
直
接
対
話

を
て
い
ね
い
に
し
て
情
報
を

共
有
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
も
活
用

し
て
「
参
加
・
共
感
・
循

環
」
を
意
識
し
て
と
り
く
み

ま
す
。

「福祉は権利」を常識に
職場･地域でアピールしよう

ポイン
ト２

憲
法
改
悪
・
介
護
保
険
改
悪
阻
止

消
費
税
に
よ
ら
な
い
社
会
保
障
・
社
会
福
祉
の
充
実

み
ん
な
で

み
ん
な
で
一
歩
一
歩

動
け
ば
、変
わ
る

動
け
ば
、変
わ
る

大
幅
賃
上
げ
に
よ
る

人
材
確
保
と
法
令
遵
守
の
徹
底

「みんなの一歩キャンペーン」の推進

組
織
拡
大･

共
済
運
動
の
一
体
的
推
進
と

学
習
に
よ
る
組
織
強
化


